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報 告

病児保育の必要性と課題

一保護者へのアンケート調査より一

谷本　弘子，谷本 要

〔論文要旨〕

　平成9年4月の開設から平成16年12月末までの期間に病児看護セン空石ベアーズデイサービスを利用

した家庭にアンケート調査を行った。仕事を続けるために利用する家庭が多かったが，仕事以外の理由

もあった。

　病児保育を利用することへの不安は利用前31．5％の家庭が持っていたが，利用後は3．9％に減った。

　利用後の感想では96．6％の家庭が自分の家庭の子育ての手助けとなっていると答えた。手助けとなっ

ている内容としては仕事を続けるための手助け，利用者が早く回復するための手助けなどを答える家庭

が多かった。

Key　words＝病児保育，乳幼児健康面援一時預かり事業，子育て支援，看護休暇

1．はじめに

　病児保育は「乳幼児健康支援一時預かり事業」

として全国各地で展開されつつあるが，まだ十

分に需要をみたしていない状態である1）。他の

子育て支援策と比べると，その存在と役割も未

だに十分には認知されているとはいえない。病

気の子どもを預けるこζに，不安を抱く意見も

よく耳にする。そこで，病児看護センターベアー

ズデイサービス（平成9年開設の病児保育施設，

平成16年に改称）2）の利用者にアンケート調査

を行い，病児保育の必要性とその課題について

考察した。

皿．対象と方法

　平成9年4月の開設から平成16年12月末まで

の期間に病児看護センターベアーズデイサービ

ス（以下当施設〉を利用した家庭にアンケート

用紙（表1，2）を郵送した。複数のきょうだ

いが利用している家庭では，調査用紙は1通の

み郵送した。質問項目は保護i者の背景および病

児保育を利用した理由，病児保育を利用するこ

とへの不安の有無，病児保育を利用した感想な

どで構成した。用紙の回収は無記名で，返信用

封筒での郵送で行った。

皿．結 果

1．回答率

　調査期間に当施設を利用し，現在の連絡先が

判明している家庭は436あり，そのうち203の家

庭から回答があった（回収率46．6％）。

2．保護者および家庭の背景と当施設を利用した理

　由（質問項目1～8）

　保護者の職種の構成を表3に，勤務先の規模

を表4に示す。保護者の勤務先の育児休暇と看
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表1　病児看護センターベアーズデイサービス利用者アンケート調査書1

1．保護者の方の職業について当てはまるものに○をつけてください。

　父　①会社員　②公務員　③教員　④医療関係　⑤自営　⑥アルバイト　⑦その他　⑧無職

　母①会社員②公務員　③教員④医療関係⑤自営⑥アルバイト⑦その他⑧無職
2．保護者の方の勤務先の規模について当てはまるものに○をつけてください。

　父①4人以下②5～9人③10～29人④30・一一・99人⑤100～499人⑥500人以上

　母①4人以下②5一一9人③10～29人④30～99人⑤100～499人⑥500人以上
3．保護者の方の勤務先の育児休暇について，当てはまるものに○をつけてください。

　父①制度化されて一般的であり，とりやすい　②制度としてはあるが，実際には休暇を取りにくい

　　　③制度がない④わからない

　母①制度化されて一般的であり，とりやすい　②制度としてはあるが，実際には休暇を取りにくい

　　　③制度がない　④わからない

4．保護者の方の勤務先の看護休暇について，当てはまるものに○をつけてください。

　父①制度化されて一般的であり，とりやすい　②制度としてはあるが，実際には休暇を取りにくい

　　　③制度がない　④わからない

　母①制度化されて一般的であり，とりやすい　②制度としてはあるが，実際には休暇を取りにくい

　　　③制度がない　④わからない

5．保護者以外に同居あるいは近くに住んでおられる大人の家族の方がおられますか。

　　　①いる　②いない③その他

　　①いると答えた方におたずねします。お子さんが病気になったときにその方の協力が得られますか。

　　　①大体いつも協力してもらえる　②時々協力してもらえる　③ほとんど協力してもらえない

　　　④わからない

6．あなたの家庭で当施設を利用されたことがあるお子さんは何人ですか。

　　　①1人②2人③3人④4人
7。連続して利用するときを1回と数えると，これまでに利用された回数は次のどれですか。（2人以上のお子

　さんが利用されている家庭は全部のお子さんを合わせた回数でお答え下さい）。

　　　①1回のみ②2回以上
　　1回のみ利用された方におたずねします。2回以上利用されなかった理由の当てはまるものに○をつけて

　　ください（複数回答可能）。

　　　①病児保育を利用する必要がなくなったため　②転居したため

　　　③初回の利用で不満を持ったため（　　　　　）④子どもが利用することをいやがったため

　　　⑤その他（　　　　　）

8．当施設を利用された主な理由の当てはまるものに○をつけてください（複数回答可能）。

　　　①休暇が取れなかった　②休暇は取れるが取りにくかった

　　　③どうしてもその日にしないといけない仕事があった

　　　④他の人と交代することが不可能な勤務だった　⑤他の家族の都合（病気，行事など）があった

　　　⑥仕事ではないがどうしても避けられない都合があった　⑦保護者が病気だった

　　　⑧病気の子どもを看護する専門の施設に預けた方がよいと思った　⑨その他

9．当施設を利用する以前は病児保育を利用することに不安をもっていましたか。

　　　①不安を持っていなかった　②不安を持っていた　③どちらともいえない

　　②の不安を持っていた方におたずねします。どんなことについて不安を持っていましたか（複数回答可能）。

　　　①子どもが知らない所で慣れないのではないか　②他の子どもの病気がうつるのではないか

　　　③きちんと看護してくれるかどうか④食事や水分がとれるだろうか

　　　④病気の子どもを預けるのは悪いことではないか

　　　⑤病気のときに親がそばにいないことで子どもに悪い影響があるのではないか　⑥その他

10．当施設を利用してみてからはどうでしょうか。病児保育を利用することに不安がありますか（複数回答可能）。

　　　①不安を持っていない　②不安を持っている　③どちらともいえない

　　②の不安を持っている方におたずねします。どんなことについて不安を持っていますか（複数回答可能）。

　　　①子どもが知らない所で慣れないのではないか　②他の子どもの病気がうつるのではないか

　　　③きちんと看護してくれるかどうか　④食事や水分がとれるだろうか

　　　④病気の子どもを預けるのは悪いことではないか

　　　⑤病気のときに親がそばにいないことで子どもに悪い影響があるのではないか　⑥その他
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表2　病児看護センターベアーズデイサービス利用者アンケート調査書2

11．利用されたお子さんの当施設での過ごし方についておたずねします。2人以上のお子さんが利用されてい

　る場合は複数回答をし，（　）に人数を書いて下さい。

　　①楽しく過ごせたようだ（　）②つまらなかったようだ（　）

　　③淋しかったようだ（　）④様子がわからなかった（　）⑤その他（　）

12．帰宅されるときに行っていますお子さんの一日の様子についての説明についておたずねします。

　　①よくわかった②あまりわからなかった③どちらともいえない④その他

13．帰宅されるときにお渡しする「看護保育日誌」のコピーについておたずねします（複数回答可能）。

　　①子どもの様子を理解するのに役に立った　②病気の状態を理解するのに役に立った

　　③医院で子どもの状態を説明するのに役に立った　④渡されなくてもいいと思った　⑤その他

14．利用料について当てはまるものに○をつけて下さい。

　　①高いと思う　②適当だと思う　③安いと思う　④わからない

15．開所時間について当てはまるものに○をつけて下さい。

　　①適当だと思う　②もっと早いほうがよい③どちらともいえない

16．閉所時間について当てはまるものに○をつけて下さい。

　　①適当だと思う　②もっと遅いほうがよい　④どちらともいえない

17．当施設は子育ての手助けとなっているでしょうか。

　　①子育ての手助けとなっている　②子育ての手助けとなっていない

　　③どちらともいえない④わからない

　　①の子育ての手助けとなっていると答えられた方におたずねします。手助けとなっている主な理由に当て

　　はまるものに○をつけて下さい（複数回答可能）。

　　①子育てをしながら仕事を続けることができる

　　②子育てをしながら責任を持って仕事をすることができる

　　③子どもが病気になったのに家で看護することができない日に助かる

　　④子どもが病気をしたときに安心して預けることができる

　　⑤ベアーズデイサービスでは安静を保ったり水分や食事をしっかりとることができるので子どもが早く

　　　　回復する

　　⑥子どもの看護の仕方を学べる　⑦病気について説明が聞ける　⑧その他

部3　保護者の職種

職種 会社員 公務員 教員 医療関係 自営 アルバイト その他 無職 計

人数 104 17 9 12 19 3 7 1 172

父
％60．5 9．9 5．2 7．0 ll．0 1．7 4．1 0．6 100

人数 73 14 12 44 4 19 26 11 203

母
％ 36．0 6．9 5．9 21．7 2．0 9．4 12．8 5．4 100

護休暇の現状を表5に示す。表3～5の％は記

載なしを除外し，それぞれの質問に回答があっ

た総数を100％として計算した。

　保護者以外の同居あるいは近くに住む家族の

有無では「有」が131人（64．5％），「無」が71

人（35．0％），記載なしが1人（0．5％）で，「有」

の家庭に子どもが病気になったときのその家族

の協力をたずねると，29．3％が「大体いつも」，

46．6％が「時々」，21．8％が「ほとんど協力し

てもらえない」と答えた。当施設を利用した子

どもの家庭内の人数は「1人」がl16人（57．ユ％），

「2人」が67人（33．0％），「3人」が17人（8．4％），

「4人」が2人（1．0％），記載なしが1人（0．5％）

であった。

　連続しての利用を1回と数えたときに，これ

までの当施設の利用が1回のみの家庭が（複数

のきょうだいの利用を含めて）30家庭（14．8％）

あった。30家庭に2回以上利用しなかった理由

をたずねた結果では「病児保育を利用する必要

がなくなった」が20人，「転居のため」が2人，

「初回の利用で不満を持ったため」が7人（金

額が高いが4人，時間帯が合わないが2人，遠
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表4　勤務先の規模

規　　模 ≦4人 5～9人 10～29人 30～99人 100～499人 500人≦ 計

人数 18 22 42 30 35 25 172

父
％ 10．5 12．8 24．4 17．4 20．3 14．5 100

人数 19 25 43 45 40 16 188

母
％ 10．1 13．3 22．9 23．9 21．3 8．5 100

表5　職場においての育児休暇，看護休暇

育児休暇 看護休暇

父 母 父 母

人
（
％
）

人
（
％
）

人
（
％
）

人
（
％
）

制度化され一

ﾊ的であり取
閧竄ｷい

　10
i5，9）

　61
i32．6）

　9
i5．3）

　18
i9．5）

制度はあるが

ﾀ際には取り
ﾉくい

　77
i45．6）

　57
i30．5）

　46
i27．1）

　62
i32，8）

制度がない
　54
i32．0）

　45
i24．1）

　60
i35．3）

　65
i34．4）

わからない
　28
i16．6）

　24
i12．8）

　55
i32．4）

　44
i23．3）

計
169

i100）

187

i100）

170

i100）

189

i100）

表6　ベアーズデイサービスセンターを

　　利用した理由　　　　　　　　（複数回答）

いが1人），「その他」が1人であった。

　当施設を利用した理由をたずねた結果を表6

に示す。

3，病児保育を利用することへの不安の有無（質問

　項目9）10）

　利用する以前に病児保育を利用することに不

安を持っていたかどうかの質問では「持ってい

た」が64人（31．5％），「持っていなかった」が

124人（61．ユ％），「どちらともいえない」が14

人（6．9％），記載なしが1人（0．5％〉の結果

であった。利用後の不安の有無では，「不安が

ある」が8人（3．9％），「不安がない」が186人

（91．6％〉，「どちらともいえない」が4人

（2．0％），記載なしが5人（2．5％）となった。

利用前後の不安の理由とその人数を表7に示

す。

理　由 人数 ％

休暇が取れなかった 54 26．6

休暇は取れるが，取りにくかった 97 47．8

どうしてもその日にしないといけな

｢内容の仕事があった
68 33．5

他の人と交替することが不可能な勤

ｱだった
41 20．2

他の家族の都合（病気，行事など）

ｪあった
18 8．9

仕事ではないが，どうしても避けら

黷ﾈい都合（葬儀，引っ越し，面接

ﾈど）があった

8 3．9

保護者自身が病気だった 3 1．5

病気の子どもを看護する専門の施設

ﾉ預けた方が良いと思った
22 10．8

その他 1 0．5

4．当施設を利用した感想（質問項目11～18）

　当施設を利用した子どもの様子をたずねた結

果を表8に，帰宅時のスタッフによる利用者の

様子や病状についての説明に関しての質問の結

果を表9に示す。当施設では利用者それぞれの

看護保育日誌のコピーを帰宅時の説明の際に保

護者に手渡している。看護保育日誌のコピーを

手渡すことについてたずねた結果を表10に示

す。

　一日の利用料（2，500円）についての質問の

結果を表11に示す。開所時間（午前8時30分）

と閉所時間（月～金曜日は午後5時30分，土曜

日は午後3時）についての質問の結果を表12に

示す。

　当施設は子育ての手助けとなっているでしょ

うかの質問の結果では表13のように「なってい
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る」が196人（96．6％），「なっていない」が1

人（0．5％），「どちらともいえない」が2人

（1．0％），「わからない」が4人（2．0％）であり，

「なっていない」と答えた人の理由は「時間が

表7　病児保育利用への不安

　　　　　（利用前後の人数，複数回答）

不安の内容
利用前

i人）

利用後
i人）

子どもが知らないところで慣

黷ﾈいのではないか
46 3

他の子どもの病気がうつるの

ﾅはないか
17 3

きちんと看護してくれるかど

､か
8 1

食事や水分がとれるだろうか 7 1

病気の子どもを預けるのは悪

｢ことではないか
39 3

病気のときに親がそばにいな

｢ことで子どもに悪い影響が

驍ﾌではないか

19 2

その他 5 2

回答数 64 8

表8　利用時の子どもの様子

　　　　　　　　　　（子どもの人数で）

人数 ％

楽しく過ごせた 177 85．5

つまらなかった 2 1．0

淋しかった 17 8．2

よくわからなかった 7 3．4

その他 4 1．9

計 207 100

表9　帰宅時に行う一日の様子の説明について

人数 ％

よくわかった 198 97．5

あまりわからなかった 0 0．0

どちらともいえない 1 0．5

その他 4 2．0

計 203 100

597

勤務と合わない」であった。「なっている」と

答えた人の理由を表14に示す。

N．考 察

1．保護者の背景および当施設を利用した理由

　今回の調査では，保護者の多くは規模が小さ

い勤務先に勤めていた。当施設の地域的な要因

があると考えられる。勤務先の規模が小さいこ

とも影響すると思われるが，勤務先で看護休暇

や育児休暇が取りやすいと答える保護者数は少

表10看護保育日誌について（複数回答）

人数 ％

子どもの様子を理解するのに

ｧった
188 92．6

病気の状態を理解するのに役

ｧった
136 67．0

医院で子どもの状態を説明す

驍ﾌに役立った
48 23．6

渡されなくてもいいと思った 0 0．0

その他 10 4．9

表11一日の利用料（2，500円）について

人数 ％

⊥局い 52 25．6

適当 129 63．5

安い 16 7．9

わからない 6 3．0

計 203 100

表12　開所時間，閉所時間について

人数 ％

遅い 86 42．4

適当 l13 55．7

開所時間
どちらともいえない 4 2．O

計 203 100

早い 124 61．1

適当 75 36．9

か所時間
どちらともいえない 4 2．0

計 203 100
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表13当施設はあなたの家庭の子育ての手助けと

　　なっていますか

人数 ％

なっている 196 96．6

なっていない 1 0．5

どちらともいえない 2 1．0

わからない 4 2．0

計 203 100

なかった。当施設を利用した理由を見ても，勤

務先で看護のための休暇を取れない，取りにく

いことが多く，勤務先での休暇の問題が大きい

と考えられる。今後看護休暇が整備される職場

が増えていっても，現実に多くの保護者が看護

のための休暇を取りやすくなるのにはまだ時間

がかかると考えられる。

　休暇を取る問題だけではなく，「どうしても

その日にしないといけない内容の仕事があっ

た」と仕事上の責任を挙げた家庭も少なくなか

った。仕事上の責任を考えると，子どもが病気

になったときの対応として，看護休暇の整備だ

けでは解決できない。そのため，保護者の就労

を支えていくためには，看護休暇の整備はもち

ろん進めていく必要があるが，それと同時に病

児保育などの病気の子どもを預かるための支援

策の整備も続ける必要がある。

　家族の病気や仕事以外の都合を当施設を利用

した理由に挙げる家庭もあった。当施設は保護

者の就労の有無を問わずに利用できる。実際の

例として，保護者やきょうだいの病気，きょう

だいの幼稚園の行事，冠婚葬祭，引っ越しなど

といった就労していない母親の利用も少なから

ずある。病児保育は保護者の就労の有無にかか

わらず，必要とするすべての家庭への支援を行

うべきである。

2．病児保育に対する不安の有無

　利用前に不安を持っていなかった人が124人

（61．1％）と半数以上を占めた。これは当施設

は小児科医院，保育園両方に隣接し施設の概要

を利用前から把握している人が多かったためと

考えられる。利用前に不安を持っていた人は64

小児保健研究

表14子育ての手助けとなっている理由

　　　　　　　　　　　　　　（複数回答）

理由 人数 ％

子育てをしながら仕事を続け

驍ｱとができる
152 77．6

子育てをしながら責任を持っ

ﾄ仕事をすることができる
85 43．4

子どもが病気になったのに，

ﾆで看護することができない

冾ﾉ助かる

l12 57．！

子どもが病気をしたときに安

Sして預けることができる
150 76．5

安静を保ったり，水分や食事

ｵっかりとることができる

ﾌで子どもが早く回復する

87 44．4

子どもの看護の仕方を学べる 23 ll．7

病気について説明が聞ける 31 15．8

その他 8 4．1

人（31．5％）あったが，利用後には8人（3．9％）

に減った。利用後には186人（91．6％）と大多

数の人が不安を持っていないと答えた。病児保

育への不安の多くは，実際の内容を知ることで

解消すると考える。利用前に最も多い不安は「子

どもが知らないところで慣れないのでは」とい

う不安であったが，スタッフが少人数の利用者

につきっきりで一日過ごすことで，多くの場合

すぐに慣れるようである。「他の子どもの病気

がうつるのではないか」という不安は，当施設

が4つの独立した部屋を使用し，利用者相互の

感染がおこらないように部屋割をしていること

を理解すると，解消される。「きちんと看護し

てくれるか」，「食事や水分がとれるだろうか」

の不安は，迎えにきたときに一日の利用者の病

状や様子の説明を聞くことで解消されるようで

ある。「病気の子どもを預けるのは悪いことで

はないか」という不安は2番目に多い不安であ

った。「病気のときに親がそばにいないことで

子どもに悪い影響があるのではないか」という

不安も次に多かった。当施設は利用者が病気か

ら早く回復する助けになるように看護をし，そ

の看護が帰宅後の家庭での看護に橋渡しができ

るように，保護者への連絡に力を入れている。

このために，保護者も子どもの看護を自分たち
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も行っているという自覚ができ，前述した2つ

の不安は解消されると考える。

3．当施設利用後の感想

　利用した子どもの大半が楽しく過ごせていた

が，つまらなかった，淋しかったとの答えも若

干あった。病気による気分の悪さがあり，活動

が制約される面があるが，利用者が早く回復し

ていくためには，心理的に安定する必要があり，

全利用者がつまらないとか淋しいとかの思いを

しないように今後さらに検討すべきである。

　帰宅時に行う一日の様子の説明はほとんどの

家庭が「よくわかった」と答えた。また，「看

護保育日誌」のコピーを一部手渡すことは子ど

もの様子や病状を理解するのに役立っていると

の答えが多かった。当施設から帰宅するときに

利用者の看護は終わるのではなく，帰宅後には

家庭での保護者による看護が始まる。看護を家

庭に橋渡しするために帰宅時の説明と看護保育

日誌のコピーを手渡すことは役に立っていると

考える。

　利用料，開所時間，閉所時間について，不満

を持つ人がかなりあった。時間帯については，

当施設は急性期の病児の利用が多いので，常勤

のスタッフによる受け入れが可能でしかも医療

機関との連携が取れる時間帯を考えて現在の状

況に設定している。このように利用者の病気へ

の対処が十分にでき，安全に利用できるために

は，ある程度の時間設定を設けなくてはならな

い。また，利用後の治療や看護につなげていく

ためには，ある程度のところで，時間の区切り

を設けなければならず，場合によっては，閉所

時間以前に医療機関を受診することをすすめる

必要もある。なるべく多くの家庭の要望に応え

ていくために，今後も時間帯については検討を

するべきと考えるが，保護者が仕事を続けてい

くための手助けと，利用者が回復するための手

助けと，どちらも果たせるように，個々の利用

者の状況に応じた最善の方法をその都度考えて

いく必要がある。また，病児保育だけではなく

子どもが病気の際の時間差出勤や短時間労働を

認める職場の環境整備や，ファミリーサポート

センター，ベビーシッターなど他の子育て支援
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策と組み合わせることで，より多くの家庭への

手助けとなり得ると考える。

　当施設は子育ての手助けとなっているかにつ

いては，保護者の大部分がなっていると答えた。

内容としては勤務を続けることへの手助けとな

っているとの答えが最も多かった。もともと勤

務を続けるために当施設を利用する家庭が多い

ので，勤務を続けるための手助けとなっている

との答えが多いことは当然と考えられる。「看

護をすることにより早く回復する」，「看護の方

法を学べる」，「病気について説明が聞ける」な

ど看護や病気の説明に関することを手助けの内

容に挙げた家庭も少なくなかった。このような

内容は利用する以前には期待していなかった

が，利用することで，保護者が理解したと考え

られる。これは，単に保護者の代わりに利用者

を預かるだけではなく，利用者を看護し，その

看護を家庭に橋渡しをしていく，つまり家庭で

の看護を支えることを施設の役割として運営し

てきた成果と考え，今後もこのような役割を果

たすために運営方法を検討していく必要があ

る。

　以上，病児保育利用者のアンケート調査から

病児保育の必要性を再認識し，保護者の就労な

ど生活を支える役割とともに，家庭での看護を

支える役割を持つことを考察した。家庭での看

護を支える役割を果たしていくためには，病気

の子どもの看護と保育に専門語を持ち，それを

家庭にどのように橋渡しをしていくかについ

て，今後も運営内容の検討を続けていく必要が

あると考える。

　本論文の一部は第15回全国病児保育研究大会，お

よび第52回日本小児保健学会で報告した。
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